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No.875 2026 年 11 月 5 日奥多摩町役場　☎ 0428-83-2111( 代 )　FAX 0428-83-2344

決
算
状
況
ほ
か

ＪＲ青梅線 青梅駅～奥多摩駅間の昼間集中工事に伴い列車が運休となります

　ＪＲ東日本による昼間時間帯での集中工事に伴い、青梅線の青梅駅～奥多摩駅間において、つぎの

とおり運休となります。

〔日程〕

１２月１１日（金）、令和９年１月１４日（木）、１５日（金）、１８日（月）、１９日（火）の計５日間

〔運休時間帯〕

　・下り 青梅駅　　午前８時３７分発～午後１時５７分発 ８本

　・上り 奥多摩駅　午前８時５６分発～午後１時５５分発 ８本

〔工事概要〕

　鉄道設備の適正な維持、倒木・倒竹による列車遅延の未然防止などを目的に、沿線の樹木、竹の伐

採、設備の点検や修繕などを行います。運休時間帯には、代行バスを運行する予定です。

　詳しくは、町ホームページをご覧ください。　　　　　　　　　　　　　　　☞
　住民みなさんには大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解をお願いします。

※このページの問い合わせは、企画財政課　☎８３－２３６０
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【利用患者数】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 単位：人）

区     分 総合診療科 日　原 峰　谷 計

入

院

延患者数 (人） 4,582 - -  4,582

１日平均患者数（人）  12.6 - -   12.6

比    率（％） 　100.0　 - -    100.0　

外

来

延患者数（人） 8,218 106(48) 261(48)  8,585

１日平均患者数（人） 33.9 2.2 2.9   39.0

比    率（％） 95.7 1.2 3.1    100.0　

＊外来の 1日平均患者数は、休日を除く 242 日で計算。但し、各診療所については、診療実日数（　）内により計算した。

※問い合わせは、奥多摩病院　☎８３－２１４５

令和７年度決算に基づく健全化判断比率および資金不足比率の公表

　平成１９年６月に公布されました「地方公共団体の財政の健全化に関する法律（財政健全化法）」

では、地方公共団体は毎年度、財政の健全性に関する比率を算定し、その算定資料とともに監査委員

の審査に付した上で議会に報告し、公表しなければならないとされています。

　令和７年度決算に基づき算定した町の比率は下記のとおりです。いずれも基準以下（健全段階）と

なりました。

〔健全化判断比率〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）

区　　　分

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

一般会計などの実質

赤字額の標準財政規

模に対する比率

全ての会計の実質

赤字額の標準財政

規模に対する比率

公債費および公債

費に準じた経費の

標準財政規模に対

する比率

地方債残高のほか一

般会計などが将来負

担すべき実質的な負

担の標準財政規模に

対する比率

奥多摩町 ー ー ６．５ ー

早期健全化基準

（イエローカード）
１５．００ ２０．００ ２５．０ ３５０．０

財政再生基準

（レッドカード）
２０．００ ３０．００ ２５．０

＊「実質赤字比率」および「連結実質赤字比率」については、赤字額でないため「―」と表示しています。

＊「将来負担比率」については、将来負担額を充当可能財源 (基金など )が上回ったため「―」と表

　示しています。

＊「標準財政規模」とは、町の標準的な状態で通常収入が見込まれる経常的一般財源 (税などの使途

　の特定されていない財源 )の規模を示す指標です。

〔資金不足比率〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）

公営企業ごとの資金不足の比率

区　　　分 資金不足比率 経営健全化基準

病院事業会計 ー ２０．０

下水道事業会計 ー ２０．０

＊資金不足がないため「―」と表示しています。　　　　　　　　　　　　　　　《次ページへ続く》
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【利用患者数】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 単位：人）

区     分 総合診療科 日　原 峰　谷 計

入

院

延患者数 (人） 4,582 - -  4,582

１日平均患者数（人）  12.6 - -   12.6

比    率（％） 　100.0　 - -    100.0　

外

来

延患者数（人） 8,218 106(48) 261(48)  8,585

１日平均患者数（人） 33.9 2.2 2.9   39.0

比    率（％） 95.7 1.2 3.1    100.0　

＊外来の 1日平均患者数は、休日を除く 242 日で計算。但し、各診療所については、診療実日数（　）内により計算した。

※問い合わせは、奥多摩病院　☎８３－２１４５

令和７年度決算に基づく健全化判断比率および資金不足比率の公表

　平成１９年６月に公布されました「地方公共団体の財政の健全化に関する法律（財政健全化法）」

では、地方公共団体は毎年度、財政の健全性に関する比率を算定し、その算定資料とともに監査委員

の審査に付した上で議会に報告し、公表しなければならないとされています。

　令和７年度決算に基づき算定した町の比率は下記のとおりです。いずれも基準以下（健全段階）と

なりました。

〔健全化判断比率〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）

区　　　分

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

一般会計などの実質

赤字額の標準財政規

模に対する比率

全ての会計の実質

赤字額の標準財政

規模に対する比率

公債費および公債

費に準じた経費の

標準財政規模に対

する比率

地方債残高のほか一

般会計などが将来負

担すべき実質的な負

担の標準財政規模に

対する比率

奥多摩町 ー ー ６．５ ー

早期健全化基準

（イエローカード）
１５．００ ２０．００ ２５．０ ３５０．０

財政再生基準

（レッドカード）
２０．００ ３０．００ ２５．０

＊「実質赤字比率」および「連結実質赤字比率」については、赤字額でないため「―」と表示しています。

＊「将来負担比率」については、将来負担額を充当可能財源 (基金など )が上回ったため「―」と表

　示しています。

＊「標準財政規模」とは、町の標準的な状態で通常収入が見込まれる経常的一般財源 (税などの使途

　の特定されていない財源 )の規模を示す指標です。

〔資金不足比率〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）

公営企業ごとの資金不足の比率

区　　　分 資金不足比率 経営健全化基準

病院事業会計 ー ２０．０

下水道事業会計 ー ２０．０

＊資金不足がないため「―」と表示しています。　　　　　　　　　　　　　　　《次ページへ続く》


